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取組の背景･目的

取組の内容･成果

今後の展開

「認定こども園置戸町こどもセンターどんぐり」 は当署から100ｍ程の
距離にあり、災害時の避難先が当署となっていたり、勤労感謝職場訪問

では、園児が手作りカレンダーをもって訪問してくれるなどの交流があり
ます。
また例年秋には、こども園の行事として鹿の子沢風景林で森林散策を
行っており、職員が講師として参加しています。
今年も「地元の自然を満喫したい」というリクエストを受け、森林のもつ
働きを理解してもらえるような園児向けプログラムを実施したので報告
します。

①鹿の子沢現地下見

現地下見を重ねることで、森林散策に使えそうな材料を発見したことから
水を育む森林の働きについて説明することに決めました。

②しかし、町内でもクマの出没が相次いだことにより現地散策を断念。
再度、こども園にて要望を聞き取りました。

③結果
１．こども園～鹿の子沢までの道のりを写真中心のパワーポイントで説明
２．「葉っぱの写し絵」 ２つのプログラムを実施することに決定

④成果
湧水地にいたカエルのクイズで盛り上がった際には
「なんで森の中に水が湧くのかな？」と問いかけ、
こども達の自由な発想で考えてもらいました。
後日、こども達から 「私たちの大切な森林を守って
くれてありがとう」 のメッセージをいただきました。
森林は大切であることと、森林管理署はどんな仕事
をしているかということをこども達に理解してもらえま
した。

勤労感謝の職場訪問でエゾシマリスのカレンダーをいただきました！
リスのしっぽ部分はこども達が拾った落ち葉で作ったそうです

鹿の子沢森林散策

普段から交流を持つことにより、要望を聞き取りやすくこども達の日常に関連したプログラム内容
とすることができました。森林の持つ働きについても、幼児から大人まで分かりやすく飽きさせない
ように改良し、またクマへの不安が続くことに配慮した室内プログラムも充実させていきます。

凍裂の痕跡、湧水箇所の発見
カエル・リス発見、エゾシカ痕跡 など

テーマ決定
水と森林の関係について

室内でも森林を体験できるプログラムを希望
こども達は普段から工作をしており得意
園内に植えられているカツラ・ミズナラ等はなじみ深い

【こども達のリアクション ＝ 五感で感じられるものは好感触！】
・凍裂の音を聞いてみよう ・カエルは写真のどこにいるでしょう？
・カツラの葉の甘い香り ・色々な葉を触ってみよう
・どんぐりネックレスのプレゼント

職員手作りの「宝探し風地図」

お気に入りの葉を選びます

葉の上に紙を重ねてクレヨンで
こすり、葉の形を写し取ります
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